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9・当院で行なっているヘバトグラムの診断的意

　　義について

荻野　和彦

（下松記念病院）

　193Auコロイドを静注すると一回の循環で殆ど

肝の網内系細胞に摂取され，その割合は肝に流入

する血流量に比例するので，198Auコロイドの血

中よりの消失速度を指標として肝血流状態，肝機

能を推知することができる．我々は肝シンチグラ

ムを得るさいに，RI静注直後より耳介部にレノ

グラムのディテクターを当て，その出力をスケー

ラータイマーに入れ，CPMをセミログにプロッ

トしたヘバトグラムより求めたT，／2値と，ICG

15分値，肝シンチグラムにおける脾影の出現の程

度及び肝疾患との相関を検討した．

　結果：T1／2及びICG　15分値は脾影の出現の程

度に比例して増加し，T・／2値とICG　15分値がよ

く相関することが分った．肝疾患におけるT1／2値

は，正常では5．6分，急性肝炎6．9分，慢性肝炎

7．6分，肝硬変13．9分であった．少なくも，T、12

値が7分以上は異常と言えよう．

10．肝シンチグラムで経過を追った肝膿瘍の1例
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　症例：44歳，男性．発症は昭和50年8刀．高

熱，腹痛，下痢で始り，2ヶ月間化学療法するも高

熱と白血球増多，血沈充進，A1－P－ase上昇，　CRP
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陽性が続き，体重減少は13kg．同年10月6日当

科に入院，肝臓2横指触知，便中赤痢アメーバ陰性，

血清α一フェトプロテイン5ng／m1，喀疲，動脈血，

胆汁からの細菌分離培養（一）．肝シンチグラムで

右葉全域に及ぶRI集積低下を認め，67Ga－citrate

は右葉の一部に集積．Didecamin　sulfatを投与し

解熱．外科的にDrainageを肝膿瘍腔に施し，経

皮経管的に排膿．膿中赤痢アメーバ及び細菌分離

培養は陰性．術後経過良好で肝シンチグラムでも

術後19日目の像は前日の膿瘍腔レントゲン像と一

致してRI集積低下をみた．術後3ヶ月のシンチ

グラム像はほぼ正常のRI集積像を示した．術後

の血清α一フェトプロテインでは最高値が4　ng／ml

と低反応であった．肝膿瘍症例において，シンチ

グラムで経過観察することは患者に負担が少なく，

治癒判定する上で有効だと思う．

11．99mTc・標識コロイドの性状と肝外集積に関

　　する検討

伊藤　安彦　　市川　恒次

村中　　明　　横林　常夫

　　　（川崎医大・核）

　99mTc一コロイド，フィチン酸をはじめRESの

scintigraphyに用いられる標識物の調製がkit化

され容易になった反面，コロイドの性状の不安定

な点が指摘される．この事実は骨髄scintigramに

おいて特に痛感される．

　そこで，現在用いられている各種の99’・mTc一コロ

イドの性状を，198Auとの比較において検討した・

free　TcO4一は0．13～6．07°6にみられ，家兎のblood

clearanceでは投与30分後に1・8～13・0％の残存

が示された．骨髄対肝比は19SAuとほぼ同値であ

るがほとんどすべて尿中排泄がみられ，コロイド

形成の点から’98Auに匹敵する99mTc一標識物の開

発が望まれる．
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